
鹿沼市におけるインクルーシブ教育システムの推進
－全教員の理解啓発とそれぞれの立場による専門性の向上を目指して－

特徴

本研究では、インクルーシブ教育システム構築に向けての市内全教員に対する理解啓発と、教

員の役割や立場に応じた専門性の向上を目的に、研修会の開催や実践研究、啓発用のリーフレッ

ト作成など、インクルーシブ教育システム構築を目的として、市教育委員会が行う体制構築を検討

しています。

活用していただきたい方

・ 小・中学校の通常の学級担任の先生

・ 小・中学校の特別支援教育コーディネーターの先生

・ 小・中学校の管理職の先生

・ 市町村教育委員会担当指導主事の先生

研究成果の活用

インクルーシブ教育システムの
定義をわかりやすく示していま

す

通常の学級の先生にも理解しや
すいように、学習指導要領と関
連づけて説明しています

それぞれの先生の立場でど
のように関与するかを具体

的に示しています



１．体制整備 ： （1 -1）園内・校内での支援に係る体制整備

２．施設・整備 ： （1 -2）教育支援機器の整備

４．指導体制 ： （1 -1）指導体制の整備・充実

*インクルーシブ教育システム構築の観点は、国立特別支援教育総合研究所横断的研究「我が国におけるインク
ルーシブ教育システムの構築に関する総合的研究」で検討したインクルＣＯＭＰＡＳＳの観点を規準にしています。

研究の内容と主な成果

インクルーシブ教育システム構築との関連性

詳しい内容
は報告書を
ご覧下さい

学校の体制作りのイメージを
示しています！

手立ての例で具体的なイ
メージを示しています

地域実践研究 インクルーシブ教育システムの理解啓発に
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